
問　
（
仮
称
）
歴
史
と
未

来
の
交
流
館
事
業
に
対
す

る
理
解
促
進
は
、
ど
の
程

度
進
ん
だ
と
考
え
る
か
。

答　

ま
る
ご
と
博
物
館
事

業
や
広
報
活
動
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
場
面
を
通
じ
て
周

知
に
努
め
た
。
整
備
の
目

的
や
活
動
に
つ
い
て
広
く

理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
考
え
る
。

問　

村
の
認
識
と
は
違
い
、

交
流
館
不
要
の
声
は
今
も

多
い
。
計
画
当
初
は
、
歴

史
資
料
館
的
要
素
が
大
き

か
っ
た
が
、
今
は
何
を
メ

イ
ン
と
す
る
施
設
か
分
か

ら
な
い
と
の
声
が
あ
る
が
。

答　

子
ど
も
た
ち
の
体
験

や
遊
び
を
通
し
た
活
動

と
、「
博
物
館
」
の
二
つ

問　

フ
ロ
ー
レ
ス
タ
須
和

間
中
央
の
村
道
は
、
３
月

末
に
県
道
31
号
線
に
接
続

す
る
。
団
地
内
中
央
の
交

差
点
は
多
く
の
児
童
が
通

行
す
る
た
め
、
地
元
住
民

は
信
号
機
を
切
望
し
て
い

る
が
設
置
の
見
通
し
は
。

答　

こ
の
交
差
点
は
、
こ

れ
ま
で
も
点
検
を
重
ね
て

お
り
危
険
性
を
認
識
し
て

い
る
。
村
長
を
始
め
関
係
課

が
ひ
た
ち
な
か
警
察
署
に

信
号
機
の
設
置
を
要
請
し

て
お
り
、
今
後
も
引
き
続

き
要
望
す
る
と
と
も
に
必

要
な
対
策
を
と
っ
て
い
く
。

問　

皆
が
活
躍
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
は

答
　
居
場
所
づ
く
り
を
具

を
融
合
し
た
複
合
施
設
。

問　

運
営
方
針
を
定
め
、

年
間
行
事
等
の
計
画
を
立

て
る
上
で
も
、
館
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必

用
。
選
任
を
急
ぐ
べ
き
。

館
長
は
決
ま
っ
た
の
か
。

答　

１
年
か
ら
半
年
前
ま

で
に
選
任
予
定
。

問　

広
い
屋
根
が
あ
る
の

に
、
な
ぜ
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
な
い
の
か
。

答　

投
資
費
用
の
回
収
が

難
し
い
こ
と
、
基
幹
避
難

所
で
な
い
こ
と
か
ら
導
入

を
見
送
っ
た
。

体
化
す
る

問　

認
知
症
の
方
や
高
齢

者
が
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち

で
い
つ
ま
で
も
、
生
き
生

き
と
暮
ら
す
こ
と
が
出
来

る
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
は
。

答　

本
村
で
は
「
認
知
症

カ
フ
ェ
」
や
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
養
成
講
座
」
を
開

催
し
、
住
民
の
正
し
い
理

解
の
啓
発
普
及
に
努
め
て

い
る
。
さ
ら
に
地
域
や
企

業
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

認
知
症
の
方
や
高
齢
者
が

社
会
の
一
員
と
し
て
活
躍

し
、
ま
た
、
穏
や
か
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
居
場

所
づ
く
り
を
具
体
化
す
る
。

みすずの会

恵
え

利
り

　いつ　議員

新政とうかい

三
み

上
かみ

　修
おさむ

　議員

問 住民に納得される施設か

問 安全安心なまちづくりは

答 理解促進に様々な取り組みをした

答 全力かつ継続的に対応中

信号機の設置が急がれる
フローレスタ須和間中央の交差点

これからもしっかり検証します

館長を決めないと、目指す方向が
定まらないのでは？

太陽光発電をつけないの？
村の環境政策とずれている。
お金をかけるべきところを
削っては、駄目じゃない。

一

般

質

問
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